
エポカル武雄だより
2025年 5月第194号

 展覧会
の
 ご案内　　　　　　洋学関係資料企画展「蘭学ってなあに？」令和7年度武雄鍋島家

Gallery Talk

5月  3日（土・祝）
5月24日（土）

14：00 ~

学芸員による
 展 示 解 説

会場 武雄市図書館・歴史資料館  蘭学・企画展示室

会期  5 月25日(日) まで 観覧料 無料

開館時間 日曜日～木曜日：9時～17 時
　　　　 金曜日・土曜日：9時～18 時

※会期中無休※5月1日（木）～5日（月）は 9時～18時

  武雄市には、オランダ語の本やオランダで作られた天球儀・地球儀など、江戸時代に集められた珍しい資

料がたくさんあります。これらは、「蘭学」や「洋学」に関係する貴重な資料であることから、「武雄鍋島家洋

学関係資料」として国の重要文化財に指定されています。蘭学の「蘭」はオランダの「ラン」、洋学の「洋」

は西洋の「洋」、つまりヨーロッパのことです。

 ではなぜ武雄に蘭学・洋学の資料が残っているのでしょうか？そもそも「蘭学」とは何でしょうか？武雄の蘭

学・洋学の歴史をのぞいてみましょう。 展示資料のご紹介

　地球を西半球（図左）と東半球（図右）にわけて描いた世界地図です。17世紀前半頃の世界地図を写したものではな
いかと考えられていますが、詳しいことはわかっていません。東半球図は日本列島などがある部分が破れていますが、

「蝦夷」・「大日本」部分拡大

世界地図 ( 東西半球図 ) 重要文化財　武雄鍋島家資料（武雄市蔵）

エレキテル 重要文化財　武雄鍋島家資料（武雄市蔵）

  物と物がすれあう摩擦によって静電気を発生
させる装置です。オランダ語で「電気」を意味す
る単語「elektriciteit」が語源です。
  エレキテルといえば平賀源内が作った箱型の
ものが有名ですが、武雄に残るのは円型のガ
ラス板を支柱に取り付けるシンプルなもので
す。
  ハンドルを回すとガラス板が回転し、支柱に
取り付けられた革と摩擦を起こして静電気が
発生する仕組みになっています。 ハンドル
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当時、蝦夷地と呼ばれていた北海道の一部は
図に残っています。また、西半球図の左上部分
に「蝦夷」や「大日本」
とあり、日本列島の一
部を確認することが
できます。




